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特集1　ふぉれすと鉱山指定管理者3年目突入

これまでのこうざん、これからのこうざん



これまでのこうざん、これからのこうざん
この春、モモンガくらぶがふぉれすと鉱山の指定管理者となり、3年目を迎えます。これまでと何が変わって、どう

進化してきたのでしょう。思い返してみれば、たくさんのみなさんに支えられた２年間でした。

なで創るふぉれすと鉱山」の合言葉のもと、

まさに『カタチ』づくってきていることを実

感しています。

この『カタチ』、というのは、ふぉれすと

鉱山に流れる雰囲気であり、その時々で変わ

りゆくものの中からあふれる『カタチ』があ

ります。中には、様々な木の建物たちが教え

てくれる目に見える『カタチ』もあります。

そう、ふぉれすと鉱山でのいろんな体験の中

で時に遊び、学び、力を貸してくれるような

多くのみなさんの関わりの中で、それぞれの

物語がひとつにつながってはじめて見える

『カタチ』なのです。

たとえば…イベントで行われ、たくさんの

方々に競争してもらいながら行った立木の皮

むきは、いつの間にかログハウスの「一本」

になり、『カタチ』になっています。

たとえば…将来、木材としても利用するこ

とができる木々の植樹なり手入れの活動が、

将来のみんなの憩いの場をつくっています。

たとえば…ながぐつレンジャーが整備して

くれた歩道の上をお散歩しながらガイドウォ

ークがされています。

その結果、新たな『カタチ』が生まれてい

ると感じています。それは、森や自然との付

き合いの仕方を頭と心と体で知ることができ

る様々な自然体験の機会が、将来の登別をは

じめとした自然を大切にするココロにつなが

っていると．．．また、気がつけば、ふぉれ

すと鉱山に訪れるみなさんのおかげで、この

ふぉれすと鉱山が楽しい場所になっているの

だと．．．そう感じています。

2009年度、ふぉれすと鉱山は、また次の一

歩を歩みはじめます。

良いものはさらに良いものへ、そして、良

いもので変えてはいけないものは変えないよ

うに、このふぉれすと鉱山という拠点、空間

を、「みんなで創るふぉれすと鉱山」の合言

葉で、みなさんが楽しんでいただける場所で

あるよう、スタッフ一同頑張っていきますの

で、いつでも遊びに来てくださいね!!

text:　吉元　美穂

モモンガくらぶが、指定管理者としてふ

ぉれすと鉱山の運営をはじめてから、早3年

目を迎えます。ここに至るまでの道のりは、

あっという間だったようにも、長かったよう

にも感じる今日この頃です。いつもたくさん

のみなさんの応援があってこそのふぉれすと

鉱山であり、モモンガくらぶだったなぁ、と

改めて感謝の気持ちでいっぱいです。

モモンガくらぶの活動は、2002年ふぉれ

すと鉱山設立と時を同じくして、その活動支

援を行うボランティア組織として誕生したこ

とからはじまります。当時は、登別市の直営

の施設のため、市の職員の人たちとも、持ち

つ持たれつ、ふぉれすと鉱山の活動を盛り上

げていく立場として活動をしてきました。そ

のような関係の中から、ふぉれすと鉱山の指

定管理者になるに足りる組織として一定の評

価をいただき、今日に至っています。

私たちの運営では、ふぉれすと鉱山運営

のコンセプトを踏襲しつつも、改善が必要な

ものは変え、良いものはさらに良いものへ、

そして、良いもので変えてはいけないものは

変えないようにしています。私たちは、この

ふぉれすと鉱山という拠点、空間を、「みん
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今年のGWは

コーザン・スペシャルウィーク
　　　　　×

を楽しもうコーザン・スペシャルウィーク（SPW）は、鉱山の旬を楽しむ自
然体験活動がいっぱいのイベント。春夏冬の年3回開催してい
ます。毎年恒例のイベントだけど、あらためてその魅力を紹介
します！

自然体験は誰でも楽しめます。SPWの3日間は、どんな方でも体力や
好みに応じて遊ぶことが出来る企画が満載！春の自然を案内するガ
イドウォークや、木工クラフト、春の野点など時間限定プログラム
のほか、ここ最近の人気は「フリープログラム」。遊歩道やプレー
パーク、焚き火など、それぞれのお好みに合わせていつ来ても楽し
める空間です。もちろん、自然遊びの達人であるスタッフが随所に
いますので、楽しく遊ぶお手伝いをしますよ。

ふぉれすと鉱山はいつでも入場無料。もちろん、SPW期間中も。
クラフトやガイドウォークなどのプログラムに参加する場合だけ、
材料費などの実費分として数百円程度いただいています。気軽に遊
びに来てくださいね。

ふぉれすと鉱山は学校などの団体だけでなく、個人で泊まること
もできるのを知っていますか？食事は自炊。館内のキッチンはも
ちろん、野外でのバーベキューにも良い季節ですよ。ちなみに去
年は満開の夜桜が見事でした！今年はどうなるかな？

アースデイとは、地球のことを考え、行動する日です。1970年から続くアースデイは大人から子どもまで、世界184の国と地域,約
5000箇所で行われている世界最大の地球フェスティバルです。北海道では「Earth day Ezo」として昨年から始まり、道内のあちこ
ちで36の企画が行われました。コーザン・スペシャルウィークも昨年に引き続きアースデイ企画のひとつとして開催し、アースデ
イを応援します。　　＜Earth day Ezo 2009のホームページ⇒http://www.earthday-ezo.net/＞

☆幼児からシニアまで、いつきても遊べる

☆入場無料！

☆地球のことを考えよう

☆家族で、お友達で、ゆっくりお泊り
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スペシャルウィークで、森で遊んで、身近な自然に触れて、そして、そこからつながる地球環境のことも考えてみよ
う。地球は、キミにどんなことを語りかけてくれるかな。



まちとの"距離感"が生み出すもの

 幌別のまちから山間へ10kmの場所にあるふぉれすと鉱山。

この"距離感"から、これからの観光がめざすべき方向が見え

てくる。

　日本では、50年ほど前から多くの人びとが観光に出かけるよ

うになった。かつての観光は日常空間を離れ、仕事や家事の疲

れをリフレッシュすることが目的だった。そのため多少羽目を

外しても、｢旅の恥はかき捨て｣ と大目に見てもらえた。ところ

が最近は、現地の人しかできないことを体験したり、旅先でボ

ランティア活動に参加するなど、これまでにはなかった観光が

生まれている。これは、人びとがリフレッシュだけでなく、｢生

活のスタイルを変えたい｣、｢新しい自分を発見したい｣ など、旅

先で何かを得ることも重視するようになったことを示している

。しかし、日常生活と旅先での体験のギャップが大きければ、

その体験はたんなる ｢思い出｣ となって日常に活かされず、旅

先から戻った途端に、人びとは今までと同じ生活に引き戻され

てしまう。

　ところが、ふぉれすと鉱山はどうだろうか。幌別から 10km

という"距離感"と鉱山町の自然環境が非日常の空間を演出し、

普段は得られない発見があり、新しい活動が次々と生まれてい

る。一方で、ボランティアや利用者の多くはいわば ｢ご近所さ

ん｣ であり、彼らの日常空間とふぉれすと鉱山は同じ登別市に

ある。この"距離感"によって、ふぉれすと鉱山は非日常空間

の効果をもたらす一種の観光でありながら、その成果を日常空

間に持ち帰ることもできる。実際、ふぉれすと鉱山で生まれた

さまざまな活動が、鉱山町から幌別地区、登別市、胆振管内へ

と広がっていることは、その証しだろう。つまり、ふぉれすと

鉱山は日常生活を豊かにする役割を果たしているのだ。

　｢ふぉれすと鉱山に観光に行ってくる｣ と言う人はまずいない

が、非日常空間で得た体験を日常に持ち帰り、生活を豊かにす

るという現在の観光が求める姿を、ふぉれすと鉱山はごく自然

に見せてくれている。

text：森重 昌之

北海道大学大学院観光創造専攻

1972 年、大阪府豊中市出身。

シンクタンク研究員を経て、

2007 年 4 月から北海道大学大学

院に進学。現在は道内各地をフ

ィールド調査しながら、「どう

やって観光・交流による地域づ

くりを進めるか」について研究

している。

共著書『地域からのエコツーリ

ズム』（学芸出版社）。
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　森・自然とまち・私たちの暮らしをつなげることで、森も地域もますます元気になるように、そんな願いから、
このプロジェクトは設立準備が進められています。地域にあるまちの資源に、自然資源をつなげることで、新た
な価値が誕生する。そんな取り組みを目指しています。

森とまちをつなぐプロジェクトの応援サポーターを募集しています。プロジェクトは2009年から始動。

プロジェクト準備メンバー：登別市、登別商工会議所、登別ゲートウェイセンター、登別自然活動支援組織モモンガくらぶ、

いぶり自然学校（順不同）

企画：登別自然活動支援組織モモンガくらぶ
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●ふぉれすと鉱山との出会いは？

K　子どもが通っていた幼稚園のお別れ遠足をここでやって、雪のテーブルでラーメンを食べたのがきっかけ。

　　それまで知らなくて、その時、紹介してもらって、はじめて知ったの。

M　わたしは、子どもが幼稚園で「あそぱくひろば」の案内を持ってきたのがきっかけ。

K　それ渡したのがわたしなの。そのときはじめてわたしたち出会ったの（笑）。

M　鉱山で遊びましょうって、案内見て、おもしろそー！って、さっそく参加したの。

●ふぉれすと鉱山に来て楽しいことは？

M　わたしは、かずえとここで会えるのが楽しい。

K　じゃ、かずえもそんな感じ（笑）。ここで一緒に遊ぶのがいいの。

　　誰かのためじゃなく、自分が楽しいの。

M　スタッフが友達になって、仲間になっていくのが楽しい。

　　そして、ここでかずえが作ったご飯を食べるのが好き。

K　自分のペースでできる遊びがいいの。自分が空いている時間に、

　　自分がしたいことをやっているって感じ。

M　自分の来れる時間に来て、自分も楽しんでいて、それが

　　ふぉれすと鉱山の役にたっているんだったら、すごくいいことだよね。

　　基本は、ふぉれすと鉱山のためにやっているんじゃなくて、

　　自分のためにやっているから。

●ふぉれすと鉱山に向けてメッセージをどうぞ

M　かずえとすごく仲良くなれたのは、鉱山のおかげだなって。

K　うん、そうそう。

M　今のあそぱくスタッフとは幼稚園で仲良くなったんじゃなくて、

　　鉱山で仲良くなってるんだよね。子どもの学年違うでしょ？

　　つないでくれたふぉれすと鉱山に感謝したいわ♪

今回は、「あそぱくひろば」を引っ張ってきた
「かずえ＆まさこちゃん」に、ふぉれすと鉱山
との関わりについてインタビューをしてみま
した。





春・夏・秋・冬。い
つの季節も自然
の中には遊びが
いっぱい。自然は
いろんなことを教
えてくれる。家族
みんなで旬の自
然遊びを楽しもう。

対象：幼児とその家族
09年度3歳以上になる未就学児とその家族

子どもは親から離
れてちょっとした冒
険に出かけます。
その間、保護者の
方は、季節感のあ
るおやつ作りで、
ゆったり大人の時
間を過ごしましょう。

対象：幼児の親と子
09年度5歳以上になる未就学児とその保護者

ネイチャーセンター
お仕事体験プログ
ラム。実際にスタッ
フが行っている仕
事を地域の大人と
一緒に楽しく行い
ます。流れるその
汗がカッコいい！

対象：小学校1～6年生

自然体験活動の
中には、「子育て
が楽しくなるヒン
ト」や「心豊かな生
活へのヒント」が
あります。それを
森のサロンで一緒
に体験しましょう。

対象：乳幼児の親子
09年度3歳以下の未就園児とその保護者

■KOUZAN  EVENTs
鉱山で行われるイベントチェック！

６月

５月

４月
〔16日（木）、23日（木）〕早春のガイドウォーク

〔18日（土）〕第2回こうざん写真教室

〔26日（日）〕春の１Dayハイク

〔3日（日）－5日（火）〕

コーザン・スペシャルウィーク×アースデイEZO

〔9日（土）、10日（日）〕KoNG養成講座※

〔9日（土）〕鉱山バードソン2009

〔10日（日）〕鉱山フラワーソン2009

〔14日（木）〕ガイドウォーク

〔16日（土）〕里山イベント

〔31日（日）〕春の登山会（来馬岳）

〔6日（土）、7日（日）〕KoNG養成講座

〔11日〕たまにはアウトドアライフ

※KoNGとは、コーザン・ネイチャーガイドの略称です。

最新情報はこちら！→http://npo-momonga.org/

木を使った
木工クラフト
や春の森の散策、
ログハウスづくりの見学など、木や森と
たっぷりふれあう1日です。
里山コンサートも開催しますので、ぜひ
遊びに来てください。

5月3・4・5日は毎年恒例、森の中で遊
んで楽しむ自然体験まつり「コーザン・
スペシャルウィーク」を実施します。春
の自然を案内するガイドウォークや、木
工クラフト、春の野点などのプログラム
や、遊歩道やプレーパーク、焚き火など、
それぞれのお好みに合わせて、いつ来て
も楽しめる場所を用意しています。

4月から
募集スタート

5月16日（土）
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登別市ネイチャーセンター通信誌「鉱山録」 Vol.26

発行：2009年4月

発行所：〒059-0021 北海道登別市鉱山町8-3

電話番号：0143-85-2569 FAX: 0143-81-5808

E-Mail：kouzan@npo-momonga.org

URL：http://npo-momonga.org/

EDITOR'S LOUNGE
例年に比べて雪が多かった鉱山町にもやっと春が来ました。
今までの鉱山録は外部に発注して作成していましたが、26

号からは自分たちの手で作成・発行していきます。
もっと知りたいことや「こんなことしたい！」など、ご意見・ご
要望などいつでもお受けしますので、いつでも気軽にお声
掛けください。 （や・さ・え・お）

■KOUZAN INFORMATIOIN
ふぉれすと鉱山ご利用のご案内

開館 9:00～17:30 入館料 無料

休館日： 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日が休館となります） 、年末年始
※7月、8月は休館日なし

■宿泊料 チェックイン 14：00～

チェックアウト ～11：00

大人 1人 1,800円

高校生 1人 1,200円

小・中学生 1人 500円

幼児（4歳以上） 1人 200円

※3歳以下は無料

テント1張 1泊 500円

暖房費 1人1泊 100円 （暖房費使用時にいただきます）

■施設・備品等使用料金

※暖房料は暖房使用時にいただきます。

※ログハウス｛森のおうち、森トンハウス、ツリーハウス（かぜのいえ）｝、石窯小屋のご利用も可能です。

その他ご丌明な点は、下記連絡先へ。

■備品使用料金

調理台 1台 1時間につき100円

マウンテンバイク 1台 1時間につき100円

歩くスキー 1セット 1時間につき100円

卓球台 1台 1時間につき100円

デジタルカメラ 無 料

双眼鏡 無 料

9：00~12：00 13：00~17：30 9：00~17：30

研修室
（暖房費）

500円
（200円）

700円
（300円）

1,200円
（500円）

ホール
（暖房費）

1,000円
（500円）

1,500円
（700円）

2,000円
（1,200円）

JR幌別駅より

車で15分
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EDITOR'S LOUNGE

■KOUZAN INFORMATIOIN
ふぉれすと鉱山ご利用のご案内

開館 9:00～17:30 入館料 無料

休館日： 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日が休館となります） 、年末年始
※7月、8月は休館日なし

【ふぉれすと鉱山活用のしかた】

まずは、ふらりと。

入館料は無料です。気軽に遊びに来てください。

周辺をお散歩したり、ログハウスでお茶したり。

仲間で集まってお泊まりもいかがですか？

のんびりとした時間をどうぞ。

プログラムに参加してみよう。

春夏秋冬、その季節ならではの自然を楽しむプロ
グラムをたくさん開催しています。スケジュールを
確認して、プログラムに参加してみませんか？

オーダーメイドで。

プログラム参加もいいけど、何をするか自分で決めたい。そ
んな方はお気軽にご相談ください。スタッフが活動をサポート
します。ご家族単位でお気軽にどうぞ。（スケジュールによっ
ては、当日のサポートができない場合もございます。）

いっしょに作りませんか?

ふぉれすと鉱山の活動は、たくさんのボランティアに支えられ
ています。参加するだけでは飽き足らなくなってきたら、一緒
に活動を作りませんか。ちょっとしたお手伝いから、お客さん
の案内まで。一緒にふぉれすと鉱山をつくっていきません
か?

■宿泊料 チェックイン 14：00～ チェックアウト ～11：00

大人 1人 1,800円 高校生 1人 1,200円
小・中学生 1人 500円 幼児（4歳以上） 1人 200円

※3歳以下は無料

テント1張 1泊 500円
暖房費 1人1泊 100円 （暖房費使用時にいただきます）

JR幌別駅より

車で15分

■施設使用料金

※暖房料は暖房使用時にいただきます。

※ログハウス｛森のおうち、森トンハウス、ツリーハウス（かぜのいえ）｝、石窯小屋のご利用も可能です。

その他ご丌明な点は、下記連絡先へ。

9：00~12：00 13：00~17：30 9：00~17：30

研修室
（暖房費）

500円
（200円）

700円
（300円）

1,200円
（500円）

ホール
（暖房費）

1,000円
（500円）

1,500円
（700円）

2,000円
（1,200円）


